
有限会社　サイトシーイング蔵王

実施月日 実施（計画）テーマ 実施者 実施内容 実施月

（計画指導） バス事業の公共性と重要性
　・公共交通機関としての社会的役割

　・地域の「足」としての不可欠なサービス

安全運行の心構え
・バス運転が他の運転車に与える影響の大きさ

（その他の研修）

（計画指導） ・運行指示書・点呼者の指示の順守
・道交法・運送法・車両法の順守
・運行前点検の実施。シートベルト着用及びベルト点検
・ドライブレコーダーの映像にて危機予測

（その他の研修）

（計画指導） バスの特性に合わせた運転を
・車高・内外輪差などの車両特性について
多様化する車両に合わせた運転
・大・中・小の違い。車両にあった操作を

（その他の研修）

（計画指導） ・「急」の付く運転をしない
・カーブと山間部での追越はしない
・車間距離の確保　・シートベルトの徹底
・走行中の運転への集中

（その他の研修）

（計画指導） 乗降時の注意
・ドア開閉時と乗降場所の確認
周辺の安全に十分注意
・降車後の安全確認、高齢幼児には手助けを

（その他の研修）

（計画指導） 運行する道路・交通情報の把握
・適切な運行経路の選択
情報に基づく安全運行
・道路情報の収集の徹底

（その他の研修）

（計画指導） 危険予測の必要性
危険予測のポイント
指差し呼称及び安全呼称
緊急時における適切な対応

（その他の研修）

（計画指導） 適性診断の結果の精査
・現状の受容、短所の克服
・性格のコントロール。道徳、法規の確認
・状況判断・変化の適切さ

（その他の研修）

（計画指導） 交通事故の生理・心理
・過労や焦りなどの要因
・連続運転、ストレス、健康による要因
運転支援装置の性能と留意点
・冬季間レーダー部分の注意点

（その他の研修）

（計画指導） 疾病が要因の交通事故例
・生活習慣病と服薬について
健康診断の必要性
・日常の生活について

（その他の研修）

（計画指導） 安全に対する資質向上
交差点・右左折時完全確認
発進時の左右確認
ドライブレコーダー映像解析

（その他の研修）

（計画指導） 健康状態が運行に及ぼす影響
急のつく運転の撲滅
エコドライブ・環境にやさしい運転
今年度の状況と総括

（その他の研修）

・法定遵守、１３項目＋その他の計画
・外部講習、研修の計画
・出前研修、講習の計画
・冬道講習・上り下りの坂道走行

・自責事故件数　　　０件　　　　　・人身事故　　　０件
・他責事故件数　　　１件　　　　　・車内事故　　　０件
・交通違反件数　　　０件
・飲酒運転件数　　　０件

結果報告

・計画通り実施できた
・前年度研修会に参加することができなかったが、今年は積極
的に参加することができた
今後の目標：継続した研修、講習を実施して行きたい。

R7年度結果

　※本年度よりeラーニング導入開始。

実施時期 令和７年４月１日～令和８年３月３１日　

基本方針 『心と時間にゆとりを持った安全輸送』

安全目標 ①疲労運転ゼロ　②物損事故ゼロ　③苦情ゼロ　④交通違反 ゼロ

５月

統括管理者
（小田切社長）

7月
　②運行の安全及び旅客の安全を確保

する為に遵守すべき基本的事項
ドライブレコーダー解析

４月

統括管理者
（小田切社長）

7月
①講習事業用自動車を運転する場合の

心構え

バス協会から講師を招き新年度に向けた
36協定解説

７月

統括管理者
（小田切社長）

8月　④乗車中の旅客の安全を確保するため
に留意すべき事項

６月

統括管理者
（小田切社長）

8月
③事業用自動車の構造と特性

９月

統括管理者
（小田切社長）

9月　　⑥運行する路線若しくは経路又は営
業区域における道路及び交通状況

８月

統括管理者
（小田切社長）

9月　⑤旅客が乗降するときの安全を確保す
るために留意すべき事項

１１月

統括管理者
（小田切社長）

11月
⑧運転者適正に応じた安全運転

１０月

統括管理者
（小田切社長）

10月
　⑦危険の予測及び回避

１２月

統括管理者
（小田切社長）

12月
　⑨交通事故に関わる運転者の生理的
及び心理的要因及びこれらへの対処法
⑪安全性の向上を図るための装置を備

える貸切バスの適切な運転

令和７年度　安全マネジメント計画表・公表

３月

統括管理者
（小田切社長）

2月事故防止対策・ドライブレコーダーの記録
を活用したヒヤリハット体験の共有

3月18日
内部監査予定(バス協会・栗田氏)

２月

統括管理者
（小田切社長）

2月ドライブレコーダーの記録を利用した運転
者の運転特性に応じた安全運転

１月

統括管理者
（小田切社長）

1月
⑩健康管理の重要性


